
同友会派遣県内の大学生ら

岩
手
・
大
槌
の
海
岸
を
清
掃

津
波
被
災
住
民
と
交
流

　
岡
山
経
済
同
友
会
が
県
内
の
大
学
生
ら

を
募
っ
て
派
遣
し
た
「
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
一
行
が
2
3
日
、

岩
手
県
大
槌
町
で
海
岸
の
清
掃
や
被
災
住

民
と
の
交
流
活
動
に
臨
ん
だ
。
派
遣
は
今

年
が
最
後
で
、
2
4
日
ま
で
滞
在
す
る
。

　
メ
ン
バ
ー
は
県
内
1
2
大

学
の
3
9
人
と
同
友
会
会
員
・

ら
1
2
人
。
清
掃
活
動
は
、

津
波
被
害
に
遭
っ
た
同
町

吉
里
吉
里
地
区
の
海
岸
を

訪
れ
、
流
れ
菅
い
た
木
や

廃
家
電
な
ど
を
約
１
時
間

半
か
け
て
拾
い
集
め
た
。

そ
の
後
、
同
地
区
の
祭
り

を
見
学
し
た
り
、
バ
ス
で

町
内
を
巡
っ
て
復
興
の
現

状
を
学
ん
だ
り
し
た
。

　
一
行
は
2
2
日
に
現
地
入

り
。
同
日
夜
に
は
被
災
者

３
人
か
ら
震
災
の
様
子
も

間
い
た
。
同
町
で
津
波
に

遭
っ
た
団
体
職
員
渡
辺
賢

也
さ
ん
（
2
8
）
は
、
年
配
女

性
を
背
負
っ
て
逃
げ
る
途
・

中
に
腰
ま
で
水
が
押
し
寄

せ
た
が
、
墓
石
に
し
が
み

つ
い
て
助
か
っ
た
と
紹

介
。
「
被
災
地
の
話
を
家

族
や
友
人
に
伝
え
、
日
ご

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

４
　
津
波
被
害
に
遭
っ
た
海
岸
で
清

４
　
掃
活
動
す
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ヤ
　
ァ
＝
岩
手
県
大
槌
町
吉
里
吉
里

ゾ
地
区

ろ
か
ら
対
策
を
怠
ら
な
い

で
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　
川
崎
医
療
福
祉
大
１
年

の
中
本
千
晴
さ
ん
（
1
8
）
は

　
「
震
災
の
実
態
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
経
験
を
資
料
愕
ま
と

め
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。
　
岩
手
県
南
部
の
大
槌
町

は
ヽ
津
波
な
ど
で
死
者
・

行
方
不
間
者
が
１
２
０
０

人
を
超
え
た
。
現
在
、

れ
き
は
ほ
ぽ
取
り
除
か

た
も
の
の
、
町
人
口
の

約れが

３
割
に
当
た
る
３
４
０
０

人
ほ
ど
が
仮
設
住
宅
で
生

活
し
て
い
る
。

　
被
災
地
へ
の
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
国
際
医
療
一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
岡
山
市
）
の
仲
介
で

同
友
会
が
1
1
年
か
ら
毎

年
派
遣
し
て
き
た
。
今
後

は
不
定
期
で
の
派
遣
も

検
討
す
る
。

　
　
　
　
（
水
野
雅
文
）


	page1

